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主  題：幸せな人って？ 

聖書箇所：詩篇 １篇  

 

この朝一緒に見たいみことばは詩篇１篇のみことばです。先週、鹿児島に行きましたが、鹿児島の兄弟

姉妹ともこの箇所を学びました。そして改めて自分自身も深く考えさせられたので、きょうは皆さんと

も学んでみたいと思います。あまりにも親しみのある箇所だと思います。それぞれ神様のことばをよく

見てください。 

詩篇１：１－６ 

「:1 幸いなことよ。悪者のはかりごとに歩まず、罪人の道に立たず、あざける者の座に着かなかった、その

人。:2 まことに、その人は【主】のおしえを喜びとし、昼も夜もそのおしえを口ずさむ。:3 その人は、水

路のそばに植わった木のようだ。時が来ると実がなり、その葉は枯れない。その人は、何をしても栄える。:4 

悪者は、それとは違い、１まさしく、風が吹き飛ばすもみがらのようだ。:5 それゆえ、悪者は、さばきの

中に立ちおおせず、罪人は、正しい者のつどいに立てない。:6 まことに、【主】は、正しい者の道を知っ

ておられる。しかし、悪者の道は滅びうせる。」 

さて、みことばの内容に入っていく前に、皆さんにまず一つ質問です。皆さんは今、幸せですか？今回

メッセージを準備するに当たって、ネットで調べてみると、本当にたくさんの答えが見つかりました。た

とえば一つの記事によれば、幸せになるために必要なものランキングというのまで載っていました。３

位は自由な時間、２位は健康、１位はお金でした。実際、私たちのまわりにもこれらのものを必死になっ

て求めている人はたくさんいるでしょう。これさえ手に入れば、自分は幸せになれるのにとか、もっとこ

んな状況になれば幸せになれるのにと人々は考えているのです。でも現実は、望んでいたものを手にし

たとしても、思い描いていた状況になったとしても、少し時間が経てば次第に喜びや感動は薄れていき、

また満たされない思いが心の中に湧き出てくることを私たちもよく知っています。ある意味、この世に

あって幸せを探す旅というのは、限りなく続いていくように思えるわけです。 

〇聖書が描く“幸せな歩みの四つの特徴” 

果たして、変わらずに私たちがいつも幸せでいることは可能なのでしょうか。感謝なことに、みことば

はそれが可能だということを教えてくれます。どんな時であったとしても、私たちは心に本当の満足と

いうものを持って生きていくことができると神様は教えてくれています。それはいったいどんな生き方

でしょう。そのことをきょうはみことばを通して一緒に考えてみましょう。特にこの詩篇１篇には、聖書

が描いている幸せな歩みの特徴というものが四つ挙げられていました。幸せな人として生きていくその

幸せな人とはどんな人なのか四つの特徴が挙げられていました。一つずつ見ていきますが、その中で、

今、私はこの詩篇が描いている幸せな人として生きているのだろうかと、自分自身に問い続けてみてく

ださい。この時間がひとりひとりの助けと励ましになることを心から祈っています。 

１．神様と関係を持っていること １ａ節 

では早速一つ目の特徴から考えてみましょう。聖書が描いている幸せな歩みの特徴の一つ目は、神様

と関係を持っていることです。 

▶「幸いなことよ」 

１：１の最初、「幸いなことよ」ということばで始まっていました。このことばを別のことばに置きか

えると、これは「なんて幸せな人、なんて祝福された人なのだろう」と言うことができます。つまり詩篇

の著者は、まず一番最初に、喜びに満ちあふれている幸せな人の姿を描こうとしていたわけです。でもど

うしてこの人は幸せだったのでしょう。なぜ喜びにあふれていたのでしょう。欲しい物を手に入れたか



ら、自分の願った状況になったからでしょうか。そうではありません。詩篇を読んだことがある人であれ

ば、この「幸いなことよ」ということばを聞くと、どこかでも見たことがあると感じたと思います。実は

このことばは、詩篇の中で２６回も繰り返されているものでした。そして、その使われ方を見ていくと、

聖書が教えてくれている幸せな人の姿を読み取ることができます。 

たとえばまず一つ目、詩篇３２：１－２にそのことばは出てきました。「:1 幸いなことよ。そのそむき

を赦され、罪をおおわれた人は。:2 幸いなことよ。【主】が、咎をお認めにならない人、その霊に欺きのない人

は。」と書いてあります。ここでは幸せな人というのは、主に罪を赦され、主が咎をお認めにならない人

だと言われています。また、詩篇１１９：１－２にも、「:1 幸いなことよ。全き道を行く人々、【主】のみ

おしえによって歩む人々。:2 幸いなことよ。主のさとしを守り、心を尽くして主を尋ね求める人々。」と書いて

あります。ここでは主の教えによって歩み、主のことばを守り、心を尽くして主を尋ね求める人だとあり

ます。またもう一つだけ詩篇１２６：５を見てみると、こんなふうに出てきます。「幸いなことよ。ヤコ

ブの神を助けとし、その神、【主】に望みを置く者は。」と。ここでは主を助けとし、主に希望を置く人が幸

せだと言われていました。 

これらの箇所を見ただけでも聖書が教えている幸せな人の姿が見えてきます。この人が幸せだったの

は、欲しい物を手にしたからでも、自分の願った状況になったからでもありません。この人自身のうちに

喜びを生み出す何かがあったからでもありません。この人は主に罪を赦されて、主の教えによって歩み、

主を尋ね求め、主を助けとし、主に希望を置いているから幸せだと言うのです。本当の幸せというのは、

この世からはやって来ません。それはただ神様からやって来るものでした。本当の満足、幸いの源である

神様と関係を持っていること、それこそが私たちに本当の満足をもたらしてくれる源になるわけです。

世の中の人たちは、神様以外のところに満足を見いだそうとします。だから満たされることはないので

す。私たちにとっての満足の源は、神様でした。 

かつてあのパウロもこんなことばを残していました。ピリピ４：１１に、私たちもよく知っている彼の

告白が書かれています。「乏しいからこう言うのではありません。私は、どんな境遇にあっても満ち足りること

を学びました。」と。パウロがこのピリピの手紙を書いた時、彼は囚人として捕らえられ、鎖に繋がれて

いました。次の瞬間、裁判の結果が出て、いのちが取られたとしてもおかしくない状況にありました。で

もその中でも、彼は「満ち足りること」、満足することを学びましたと、口にできたわけです。なぜでし

ょう――。この続き１３節で彼は「私は、私を強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです。」

と言います。パウロのその満足というのは、彼自身の力によるものではありませんでした。彼の状況から

来たのでもありません。彼が満足していられた唯一の理由は、彼を強くしてくださるお方、神であるイエ

ス様がともにいたからでした。いつも神様が、変わらない主がともにおられたから、彼は苦しみの中でさ

え満ち足りていることができたのです。 

そしてこの真理は、今も何も変わっていません。感謝なことに、もし私たちがイエス様を自分の救い主

として信じ、従っているのであれば、イエス様を通して神様を個人的に知っているのであれば、私たちも

この世にはない本当の満足というものを持って生きていくことができます。たとえまわりの状況が喜べ

ないものであったとしても、どんな時も変わらない神様とともに、その神様にあって、私たちは喜びを見

いだし続けることができます。ヘブルの著者もこんなふうに述べていました。ヘブル１３：５－６で、ま

た満足の話が出てきます。「:5 金銭を愛する生活をしてはいけません。いま持っているもので満足しなさい。」、

なぜ満足するべきなのでしょう。続きでこう言われます。「主ご自身がこう言われるのです。「わたしは決し

てあなたを離れず、また、あなたを捨てない。」:6 そこで、私たちは確信に満ちてこう言います。「主は私の助け

手です。私は恐れません。人間が、私に対して何ができましょう。」」と。なぜ満足していられるのでしょう？

それは、主があなたを離れない、あなたを見捨てないと約束してくれているからでした。そんな神様がと

もにいてくださるからこそ、その神様と関係を持っている者はいつでも喜んでいられるのです。変わら



ない神様と関係を持って生きられること、それが幸せな歩みに欠かせない一つ目の特徴でした。 

２．この世の影響から離れること １ｂ節 

聖書の描いている幸せな歩みの特徴の二つ目は、この世の影響から離れることです。みことばに戻っ

て続きにこう書いています。「……悪者のはかりごとに歩まず、罪人の道に立たず、あざける者の座に着かなか

った、その人。」と。著者はここで幸せな人がしない生き方を描いていました。幸せな者として生きてい

くのであれば、こんな歩みはしませんよと私たちに教えてくれていたわけです。では、どんな生き方をし

ないのでしょう。具体的に三つ挙げられています。ちょっとことばを考えてみてください。 

▶「悪者のはかりごとに歩まず」 

まず「悪者のはかりごとに歩まず」と書いていました。「悪者」とは神様を憎んでいる人のことです。「は

かりごと」というのは「アドバイス」や「助言」のことです。つまり幸せな人というのは、神様を憎んで

いる人の助言によって歩かない、生活しないということです。 

▶「罪人の道に立たず」 

二つ目に、「罪人の道に立たず」と言われていました。「罪人」とは、神様に従おうとしない人のことで

す。「道」とは、その人の生き方のことです。つまり幸せな人というのは、神様に従おうとしない人の生

き方を見習って生きることはしないということです。 

▶「あざける者の座に着かなった」 

そして三つ目に、「あざける者の座に着かなかった」と言われました。「あざける者」というのは、文字

どおり自分が神様のことを拒むだけではなく、正しく歩む人たちをばかにするような人のことです。そ

して「座に着」くとありました。これは一緒にいて、居心地のよい状態のことです。一緒に座っていて何

の問題も感じないこと、そんな状態のことです。つまり幸せな人というのは、あざける者と一緒になっ

て、神様や正しく歩もうとする人をばかにすることをしないということです。 

そうすると、三つ出てきましたけれども、これらをまとめると、幸せな人がしない歩みというものが見

えてきます。簡潔に言えば、幸せな人というのは、神様を憎んでいる世の考えや生き方に心を向けるので

はなく、そこから遠く離れようとするものでした。神様を愛している者は、神様を憎んでいる者、神様に

逆らっている世の影響から、できるだけ離れようとするものでした。これは私たち頭ではよくわかって

いますが、果たして私たちは本当にこの世の影響から離れようとする歩みをしているでしょうか。頭で

はこの世にあふれているものが罪や悪によって汚れてしまっていることを知ってはいます。でも正直に

なると、そんなこの世のアドバイスに私たちは普段振り回されていないでしょうか。たとえばテレビや

ネットを見ていれば、社会や私たちの身の回りで起きているいろいろな出来事について、さまざまな考

えや意見を耳にします。そこで話されている専門家の意見がばらばらであるのを見て混乱したり、一喜

一憂したり、恐れを抱いたりするようなことがないでしょうか。また、それぞれの生活や生き方について

も、いろいろなものから影響を受けています。たとえば本や雑誌、ドラマに登場する有名人の生き方、そ

ういったものを通して、自分もこんなふうに生きられさえすれば、幸せになれるのではないかと、世の理

想を目の当たりにしたりします。普通に友人たちも話しているかもしれません。お金がもっとあればね、

こんな容姿になれればね、こんな仕事ができて、こんな結婚生活を送れて、こんな状況になればねと。そ

うやって私たちは期待をふくらませていく結果、現実が違う時にがっかりするようなことがあるかもし

れません。 

またこれらに加えて、私たちは自分たちのふるまいについてもまわりの影響を受けることがあります。

神様を知らないこの世の人たちは言うかもしれません。たとえばだれかからひどく扱われて怒っている

ような時、あなたが怒るのは当然ですよ、悪いのは向こうなので謝ってくるまでは自分が冷たくふるま

っていても、無視していても別に構わないと思います、みんなまわりはそうしていますと。将来が見えず

に不安に陥っている時は、まわりの人は言うかも知れません。気分を紛らわせるためには旅行とか趣味



に没頭するのが一番ですよと。まわりはみんな普通にやっていますと。普段私たちはあまり考えないか

もしれませんが、私たちのまわりにはありとあらゆるこの世のアドバイスがあふれています。そしてそ

のすべてが悪いとか、すべてが全く役に立たないという話ではありません。でも同時に、もし私たちが神

様よりも神様を憎んでいる世の声に耳を傾けて生きていくのであれば、間違いなく私たちの心は満足の

源である神様から離れていくようになります。 

最初から神様を見上げようともせず、神様に逆らって、神様を喜ばせようともしない、この世の生き

方、この世のアドバイス、この世の考え方、私たちがそこに喜びを見いだすことはないのです。ヨハネも

Ⅰヨハネ２：１５ではっきり言っています。「世をも、世にあるものをも、愛してはなりません。もしだれで

も世を愛しているなら、その人のうちに御父を愛する愛はありません。」と。満足の源である神様を求めよう

としない世の中のものを求めても、そこには満足はありません。今まで聞いてきて、ある人は思うかもし

れません。この世を愛して、世の考えに自分を従わせることなど私はしませんと。それはすばらしいこと

です。でも多くの場合、この世に対する愛というのは、突然１日で起こるものではないということです。

多くの場合、それは少しの妥協から始まっていきます。最初にサタンがエバを誘惑した時、サタンは突然

神様のことばを否定すること、破るようにと命令することから始めはしませんでした。何と言ったかと

いうと、創世記３：１にあるように、サタンはまず質問から始めていました。「あなたがたは、園のどんな

木からも食べてはならない、と神は、ほんとうに言われたのですか。」と。サタンはまず神様のことばに対し

て、疑いを抱かせようとしています。神様のことば以外に目を向けさせること、それが最初からのサタン

の策略だったわけです。そしてこれは今も何も変わっていません。 

神様を憎んでいるこの世のアドバイス、助言の問題点が何かわかりますか？それは、表面上はよく見

えたとしても、それらはみな私たちの目を神様からそらせようとすることです。神様を愛していない、神

様のために生きていない、神様の栄光を現していない、そのような人の助言は、神様に栄光を帰すより

も、神様からそらせようとします。みことばは神様のうちに満足があるのです。神様のうちにこそ喜びが

あるのです。私たちはそのことを知っています。それにもかかわらず世は「本当に、神様だけで十分なの

ですか」と、「ほかにも幸せになる方法があるのではないですか」、「ほかにも喜びをもたらす方法があ

るのではないですか」と、私たちを惑わし続けるのです。だからこそ幸せな人、神様を求める人にとって

大切なことは、そんな影響から自分の身を遠ざけることでした。さまざまな考えにあふれている世にあ

って、世のアドバイスを頼りにするのではなく、人の考えよりはるかにまさっている、神様に信頼して生

きていくことが私たちに欠かせないことでした。この世の影響から離れること、それが幸せな者として

生きる上で欠かせない二つ目の特徴でした。 

３．神様のことばを喜びとすること ２－３節 

みことばは、幸せな人がしないことだけ教えていたのではありません。その反対に、その人が喜んです

ることをも同様に教えていました。離して考えてはいけません、しないことと、喜んですることは常にく

っついていました。では何を喜んでするのか、それが三つ目です。聖書の描く幸せな歩みに欠かせない三

つ目の特徴は、神様のことばを喜びとすることです。続く２節にこう書いています。「まことに、その人

は【主】のおしえを喜びとし、昼も夜もそのおしえを口ずさむ。」と。 

▶「喜びとし」 

ここで「喜びとし」と出てきました。「喜びとし」というのは、ちょっとした喜びの話ではありません。

その人の心が主の教えに対して燃え上っているような、心の底からの喜びを表していました。幸いな人

というのは、単にこの世の影響から離れて、「それで終わりです」ではありません。その心を世の考えで

はなく、神様のことばで満たそうとする人でした。離れるだけではなく、別のもので心を満たそうとする

のです。この人は自分にとって神様のことばがいかにすばらしいものであるかを知っている人でした。

まさに詩篇のみことばにあるような態度です。詩篇１１９：１０３にはこう書いていました。「あなたの



みことばは、私の上あごに、なんと甘いことでしょう。蜜よりも私の口に甘いのです。」と。そしてみことばが

自分にとって何よりの喜びであるからこそ、昼も夜もその教えを口ずさんでいました。言いかえれば、幸

せな人というのは、どんな時であろうとも、主の教えの真理に心を巡らせようとするということです。 

ここで少し立ち止まって考えてみてください。著者はここで「主のおしえを口ずさむ、そして喜ぶ」と

は言わずに、「 【主】のおしえを喜びとし、」、そして「そのおしえを口ずさむ」という順番で記していまし

た。言いかえると、幸いな人がみことばを読んだり、学んだり、考えたり、心をめぐらせたりするのは、

単にそれがしないといけない義務だからではありません。まわりの人や牧師が「ちゃんとデボーション

しないといけませんよ」と言うから、仕方なくしぶしぶするものでもありません。幸せな人にとってはみ

ことばが何よりも喜びであるからこそ、楽しみであるからこそ、それと時間を取ろうとするわけです。私

たちもそうではありませんか？自分にとって楽しいもの、喜びのもの、別にだれかに何かを言われずと

もそれと時間を取ろうとするでしょう。ある意味その喜びのものをするためには、いろいろなものを犠

牲にしてでも喜んでするでしょう。それと同じように、いやそれ以上に私たちにとって今みことばは喜

びになっているでしょうか。みことばを通して神様を知っていくことは、何よりの喜びになっているで

しょうか。自分はどうなんだろうと考える人がいれば、改めて思い出してください。私たちが今こうして

手にしているこの聖書は、ただの本ではありません。この本はこの世界を造った、私たちを造った知恵の

ある神様が、私たちに与えてくださった本です。神様がそのすべてを記しました。神様がすべてを記した

からこそ私たちが霊的に成長するのに必要なものもここにすべて記されています。 

Ⅰペテロ２：２、私たちがよく知っている箇所の一つだと思いますが、そこでペテロは言いました。

「生まれたばかりの乳飲み子のように、純粋な、みことばの乳を慕い求めなさい。それによって成長し、救いを得

るためです。」と。当たり前に聞こえると思いますけれども、赤ちゃんが母親の乳を求めるのはどうして

でしょう。だれかから言われたからでしょうか。仕方なくでしょうか。お母さんたちはよく知っていると

思います。彼らにとって母親の乳を飲むことは必要なものでした。それ以上に彼らにとっての喜びでし

た。自分たちの成長に欠かせないものなのです。これと同じように、みことばは私たちの霊的成長に欠か

せないものだと、みことばは教えていますが、今の自分にとってなくてはならないものだと本当に信じ

ているでしょうか。この聖書が、神様が記した本であるからこそ、この本は最初から最後までそのすべて

が神様からの大切なメッセージを教えてくれるものでした。別の箇所もこんなふうに言っています。Ⅱ

テモテ３：１６－１７に「:16 聖書はすべて、神の霊感によるもので、教えと戒めと矯正と義の訓練とのために

有益です。:17 それは、神の人が、すべての良い働きのためにふさわしい十分に整えられた者となるためです。」

とあります。何度も見ている箇所です。でもはっきりと「聖書はすべて、神の霊感によるもので」と言われ

ていました。創世紀から黙示録のすべてが私たちにとって大切なものだと、本当に信じているでしょう

か。 

よく考えてください。私たちの歩みに必要となる知恵も、力も、助けも、この本からやって来ます。私

たちのまわりで起きていることがわからない時、みことばを通して、すべてを支配している神様の約束

や計画を知り、そして希望を見いだすことができます。世の専門家がいろいろな意見を口にして、混乱を

生み出している中にあって、私たちはみことばを通してこの世界を造った神様が、もともと持っていた

計画、男性や女性としてのあり方、結婚や子育てのあり方も知ることができます。私たちは悪や罪との戦

いを経験する中にあって、みことばを通して私たちに欠かせない神の武器を知ることもでき、また何よ

りもみことばを通して私たちの愛する救い主イエス・キリストの姿を知ることができます。私たちはイ

エス様のことを見たことはありません。でも、このみことばを通して、神様がイエス様を通してどんな愛

を私たちに示してくださったのか、もっと知りたいと思ったら、みことばがいつも教えてくれます。この

本の中にこそひとりひとりの歩みにとって必要なすべての基盤が記されていました。それでもこの世の

アドバイスに耳を傾け続けようとするでしょうか。それとも十分な神様のことばに耳を傾けようとする



でしょうか。幸せな人はどんな時も主の教えを喜びとし、その教えを口ずさみながら歩んでいく者でし

た。 

そしてすごいのは、そうやってみことばとともに歩んでいくのであれば、そこには神様のすばらしい

祝福があることも約束されていました。続く３節にこう書いています。「その人は、水路のそばに植わった

木のようだ。時が来ると実がなり、その葉は枯れない。その人は、何をしても栄える。」と。もちろんここで「何

をしても栄える」と言うのは、みことばに熱心でさえあれば困難や試練にいっさい遭いません、そんな話

をしているのではありません。どれだけみことばを学ぼうとも、ひどい苦しみや悲しみを経験すること

もあることを私たちよく知っています。むしろ私たちがみことばに忠実であろうとすればするほど、ま

わりからは不思議に思われたり、ばかにされるようなこともあるかもしれません。みことばに忠実に歩

む時に、そういったことを経験すれば、こうやって歩むことのどこに喜びがあるのだろうかと、時には不

安や疑問に思うこともあるかもしれません。でももしそう思う時は、このみことばに戻って、神様の約束

を思い出し続けてください。幸せな人は「時が来ると実がなり、その葉は枯れない。」と。みことばととも

に歩み続ける人も、試練や苦しみを経験しますが、その困難の真っただ中にあったとしても、その人はみ

ことばによっていろいろな実を結ぶことができるということです。実際に皆さんも今まで経験したこと

があると思います。苦しみを味わうその時、私たちはみことばを通して、忍耐という実を結ぶことができ

ます。私たちがだれかとの争いを経験している時、みことばを通して私たちはイエス様の柔和さを知り、

その同じ柔和さを生み出すことができたりします。罪の誘惑を経験するその時、私たちはみことばを通

して主の姿を知り、主の聖さを見て同じように聖さの実を生み出すことができたりします。祝福を受け

る時、私たちはみことばを通して神様がすべてのことを与えてくださっていることを知り、そこから私

たちは感謝の実を生み出すことができたりします。みことばを通して、聖霊なる神様は私たちのうちに

働き続けてくれています。みことばとともに歩む人は枯れることがない。それが幸せな人の喜びでした。

喜びの源である神様と、みことばを通して関係を持っているからこそ、その人はいつでも喜べる理由を

持っているわけです。私たちの歩みには、良い時も悪い時もあります。鍵になるのはどんな時も私たちの

栄養分となる神様のことばでした。聖書が描いている幸せな人は、神様のことばとともにいつも歩み、神

様の前に価値ある実を結び続ける祝福された人でした。 

４．神様に知られていること ４－６節 

そして最後にもう一つ聖書が描いている幸せな歩みの特徴の四つ目は、神様に知られていることです。

少しとんで６節を見てください。「まことに、【主】は、正しい者の道を知っておられる。しかし、悪者の道は

滅びうせる。」と記されていました。 

▶「知っておられる」 

主のことばによって、主とともに歩んでいる人にとって、最も幸せなことは何でしょう。それはどんな

時も、神様がその人のことを知っていてくださるということです。ここで「 【主】は、正しい者の道を知っ

ておられる」と言われていました。この「知っておられる」というのは単に知識として知っているという話

ではありません。このことばは、単なる情報以上に深い関係の中で相手を知っている、その親しさを表す

ものでした。実際同じことばが夫婦の間の親密さや愛情を表すためにも用いられています。創世紀４：１

ではこんなふうに使われています。「人は、その妻エバを知った。彼女はみごもってカインを産み、」と。主

が正しい者の道を知っているということは、主がその者とともにいて、その者に親しみを覚え、その者を

愛し、その歩みを見守ってくれているということでした。神様の前を忠実に歩み続けようとするその者

から、神様は遠く離れて無関心でいることは決してないというわけです。 

なぜこれが喜びなのでしょう。これまでも見てきたように、幸せな人というのは痛みとか悲しみを経

験しない人ではありません。悪から離れてみことばに喜びを見いだす歩みには、いろいろな苦しみも伴

います。そしてどんな時に私たちは苦しみを覚えますか？困難が長引けば長引くほど、どれだけ祈って



いたとしても、神様は自分のことを忘れてしまっているのではないかという状況に置かれる時に、私た

ちは焦りや失望を覚えます。神様は本当にこの状況をわかってくれているのだろうかと。でもその状況

になった時に私たちは思い出し続けることができます。変わらない神様はご自分の者の歩みを最初から

最後まで知っているということです。出エジプト記２：２３－２５を見てください。ちなみにこの後に続

く３章に何が書いてあるか覚えていますか？そこには、神様が燃える柴の中からモーセに語って、イス

ラエルの民を救出するようにと命じる有名な場面が描かれています。その３章の手前２章の最後で、な

ぜ神様がそんなことをするのか、その背後にあった出来事、背景が書かれていました。２３節からこうあ

ります。「:23 それから何年もたって、エジプトの王は死んだ。イスラエル人は労役にうめき、わめいた。彼らの

労役の叫びは神に届いた。:24 神は彼らの嘆きを聞かれ、アブラハム、イサク、ヤコブとの契約を思い起こされ

た。:25 神はイスラエル人をご覧になった。神はみこころを留められた。」と。知っていてほしいのは、ここに

は興味深いことばが使われていました。最後に出てきていた「神はみこころを留められた」というこのこと

ばは、詩篇で使われていた「知っておられる」と同じことばが使われていました。つまりこの部分は、こ

んなふうに訳すこともできるのです。「神はイスラエル人をご覧になった。神は彼らを知っておられた。」

と。神様は何十年、何百年にわたる民の苦しみというものに気づいていなかったのではありません。エジ

プトの地で囚われている彼らの嘆きやうめきを聞いていなかったのではありません。神様はすべてのこ

とをご存じのお方でした。イスラエルの民は間違いなく思っていたでしょう。本当に神様は私たちの状

況を覚えてくださっているのだろうか、私たちは忘れられているのではないかと。聖書が言うのは、彼ら

が忘れられていたことは一時もありませんと。そして彼らに最も助けが必要であった時に、神様はモー

セを送ったのです。神様はすべてのことを知っていました。初めからずっと見守っておられた神様だか

らこそ、彼らに最も必要な救いというものを、最も必要な時に与えることができたわけです。 

そしてこれが私たちとともにいる神様でした。私たちの道を知ってくださっているお方もこの神様で

した。かつてスポルジョンもこんなことばを残しています。「『主は正しい者の道を知っておられる。』

言い換えれば、主は絶えずその歩みを見守っておられます。たとえその道がしばしば霧や暗闇の中にあ

るように見えても、主はそれを知っておられます。たとえ苦しみの雲や嵐の中にあっても、主はそれを理

解しておられます。主は私たちの髪の毛さえ数えておられます。どんな災いも、主の許しなしに私たちに

及ぶことはありません。主が私の歩む道を知っておられるのです。」と。私たちの一つの大きな誘惑は、

神様が知っておられるとしたら、神様が今私の置かれている状況を知っているのだとしたら、なぜ助け

を与えてくれないのと思うことです。しかし、私たちがいつも覚えておかないといけないのは、まず何よ

りも神様が私たちに対して何かを負っていることはありません。神様が助けを与えてくれるのも恵みで

す。でもそれ以上に、神様が知っていることは、神様はご自分の栄光がどんな状況で最も現されるのかを

ご存じだということです。私たちがこれはもうできないと思う状況にあって、神様にしかそれはできな

いことを知らせる最もすばらしい時を神様は知っています。私たちの弱さも知っているし、私たちがど

こまで耐えられるのかも知っているし、そして私たちにとって本当に必要なものを知っているのも神様

です。私たちは多くの場合、このような形で助けてほしい、こんなタイミングで必要を与えてほしいと思

います。多くの場合、それは神様の道とは違っています。でも私たちがいつも覚えていられることは、私

たちの神様は私たちの歩むその道の先をご存じでおられて、何よりも私たちのことをご存じでおられて、

そして本当に必要なものを本当に必要な時に与えることができるということです。その状況の中にあっ

て、忘れられているのではないかと思う時もあるかもしれません。でもどんな状況にもあったとしても、

神様はご自分の子どもを忘れていることはないということです。神様はご自身の栄光を現す最善の時を

計画されています。だから私たちは喜べるわけです。私たちのことを常に知ってくれている神様が私た

ちを導いていると知っているのであれば、私たちはどんな時も満足を見いだすことができました。あわ

れみ深い神様に知られているということ、それが聖書が描いている本当に幸せな人の生き方、歩みだっ



たのです。 

さて、四つの特徴を見てきました。最後に、もう一度最初に聞いた質問を考えてみてください。皆さん

は今、本当に幸せでしょうか？もしこの中にまだ神様を知りませんという方がいるのであれば、あなた

が今持っていると思っているその幸せは、本当の幸せではありません。むしろ神様を知らずに、神様に逆

らって生きている罪人である、悪人であるあなたを待っているのは、みことばの言うとおり永遠に続く

滅びです。４－５節にはっきりとこう書いています。「:4 悪者は、それとは違い、まさしく、風が吹き飛ば

すもみがらのようだ。:5 それゆえ、悪者は、さばきの中に立ちおおせず、罪人は、正しい者のつどいに立てない。」

と。勘違いしてはいけません。神様に逆らっているその歩みには、神様を知らずに生きているその歩みに

は、必ずそれにふさわしい結果が最後に伴います。その道の先にはさばきがあります。聖書ははっきりと

教えていました。この詩篇１篇もはっきりと教えていました。この世の歩みにおいて二つの生き方しか

ありません。神様にあって本当の幸いを持って生きていくか、神様を知らずに神様に逆らって滅びへと

突き進んでいくか、この二つの生き方しかありません。ここにいるひとりひとりはどちらかに今歩んで

います。真ん中はありません。そしてもし自分が神様を知らずに神様に逆らって生きている、滅びへと向

かっているということを知ったのであれば、まだここに救いがあります。どうかきょうこの日、私たちの

罪の代わりとなるためにこの地上に来られて、十字架にかかって死んでくださったイエス様を、愛を示

してくださったイエス様を心から信じてください。自分の罪を悔い改めて、イエス様を自分の救い主、主

として従ってください。主とともに生きていくその歩みにこそ、本当の幸せがあります。本当の喜びがあ

ります。 

また救われて神様を知っているという皆さん、私たちは幸せな人として生きていくことができます。

罪を赦されて、神様とともに歩むことができる、神様が私たちの歩みのすべてを知っていてくださる。そ

の特権を感謝しながら生きていくことができます。だからこそどんな時であろうとも、この世の影響か

ら離れて、みことばを喜びとする者として、主に知られていることを喜ぶ者として、今週もともに成長し

ていきましょう。 


